
広報・啓発班 Instagram

広報・啓発班の
Instagramでは、
消防団の活動を
紹介しています。
フォロー

お待ちしています！

「笑顔を守る　地域を守る　人と未来をつなぐ消防団！」
save  my town    ～私たちにもできる消防団活動～

「笑顔を守る　地域を守る　人と未来をつなぐ消防団！」
save  my town    ～私たちにもできる消防団活動～

表紙関連記事は16ページへ表紙関連記事は16ページへ
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定例会ピックアップ
6月定例会は6月2日から6月13日までの12日間での会期で開催されました。

　物価の価格高騰の影響を受けている、令和５年７月１日現在町内在住の65歳以上
のシニア世代に、生活者支援として一人当たり
2200円分の「全国共通お米ギフト券」が支給さ
れます。
　この券は粕屋農業協同組合から、4万7500枚、
購入額としては2375万円分を購入予定として
います。

町内在住の65歳以上のシニア世代に
「おこめギフト券」が支給されます2

駕与丁公園八ツ橋の改修工事が始まります1

■ 契 約 金 額
■ 契約の相手方

■ 工 事 期 間
■ 工 事 概 要

６９１０万円　（指名競争入札）
株式会社安武　
代表取締役　安武　万紀子
令和６年１月31日まで
根太・横桟取替
（ガラス繊維強化プラスチック製）、
床板取替（再生木）等

4

　改正マンション管理適正化法に基づく管理計画認定マンションなど
の一定の要件を満たすマンションについて、長寿命化に資する一定の
大規模改修工事を令和５年４月１日から令和７年３月31日までの間
に実施した場合、翌年度分に限り、家屋に係る固定資産税の３分の１が減額されます。

長寿命化大規模修繕工事を行ったマンションの
固定資産税軽減措置が創設されました3

おこめギフト券
（イメージ図）

八ツ橋
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仲原川河川改修（鋼矢板護岸）工事が始まります6

　昨年工事を実施した箇所のさらに下流側を改修します。

・今回の改正により国民健康保険税賦課限度額が下記のとおり引き上げられました。

国民健康保険税条例の一部が改正されました4

■ 契 約 金 額
■ 契約の相手方

■ 工 事 期 間
■ 工 事 概 要

１億2120万円　（条件付一般競争入札）
アスミオ．株式会社　
代表取締役　吉岡　澄男
令和６年３月15日まで
護岸工（鋼矢板圧入、袋詰玉石据付等）

変更年度

令和４年度

令和５年度

医療分

65万円

65万円

支援分

20万円

22万円

介護分

17万円

17万円

全　体

102万円

104万円

増　減

―

２万円

・令和５年度の軽減判定所得について、物価賃金等の変動を加味し、５割軽減、２割軽減
について下記のとおり変更がありました。

７割軽減

改正前軽減判定所得
43万円＋10万円×
（給与所得者等の数-１）

５割軽減 43万円＋28.5万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数-１）

２割軽減 43万円＋52万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数-１）

改正後軽減判定所得

変更なし

43万円＋29万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数-１）
43万円＋53.5万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数-１）

　軽自動車税種別割の、電気自動車等を取得した場合の軽減
措置（翌年度の種別割75％軽減等）について、適用期限が３年間
延長されました。また、半導体不足等の現状を踏まえ、環境性能割の現行の税率区分が
令和５年12月末まで据え置かれます。なお、2035年までの乗用車新車販売に占める
電動車の割合を100％とする政府目標と整合させ、電動車の一層の普及促進を図るため、
各税率区分における燃費基準達成度が３年間で段階的に引き上げられます。

軽自動車税の環境性能割税率区分の見直し及び
グリーン化特例が延長されました5
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5年度令和 一般会計補正予算

6月
議会

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
・令和5年春夏接種…5月8日から8月末まで
・令和5年秋冬接種…9月から開始
 （重症化リスクの高い者及び重症化リスクが高い者が集まる　
　医療機関や介護施設に従事する者については春夏に1回追加）
・接種対象者…初回接種（1・2回接種）を完了した5歳以上の全ての者
・小児接種（5歳から11歳）の追加接種の継続…令和5年8月末まで

1億1566万円

1億4039万円を増額　 
２08億1186万円総額

主な歳出予算をピックアップ

●西幼稚園太陽光発電設置工事 1052万円
・容量：20ｋｗ（西幼稚園の使用電力をまかなう）
・太陽光パネル：58枚
・売電契約計画有り
・議会からの要望
　環境に配慮したＧＸの取り組みは重要なことであり、費用対効果をしっかり検討
するよう要望した。また、今回は子ども未来課で計画した事業であるが、今年新た
に設置したGX推進室で公共施設全体の計画を立て、スケールメリットが最大限い
かせるよう取り組むことを要望した。

西幼稚園太陽光発電設置工事　設置位置図

設置位置：南側（園庭側）
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令和５年6月定例会に提出された議案は27件です。

◎議案名はわかりやすい
　文言に置き換えています

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

専決処分の承認を求めること（税条例の一部改正）

専決処分の承認を求めること（国民健康保険税条例の一部改正）

農業委員会委員の任命同意（八尋英志氏）

農業委員会委員の任命同意（安川喜代昭氏）

農業委員会委員の任命同意（小　敏喜氏）

農業委員会委員の任命同意（池田喜男氏）

農業委員会委員の任命同意（長正富氏）

農業委員会委員の任命同意（船越英治氏）

農業委員会委員の任命同意（安河内文壽氏）

農業委員会委員の任命同意（瓜生俊二氏）

農業委員会委員の任命同意（西村茂信氏）

農業委員会委員の任命同意（安川利正氏）

農業委員会委員の任命同意（今泉勝子氏）

農業委員会委員の任命同意（安川辰己氏）

農業委員会委員の任命同意（江口典子氏）

農業委員会委員の任命同意（松井典子氏）

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

教育委員会委員の任命同意（安河内哲也氏）

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

子ども・子育て会議条例の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部改正

令和５年度　粕屋町一般会計補正予算（第２回） 

令和５年度　粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第１回）

工事請負契約の締結（駕与丁公園第１工区八ツ橋改修工事）

工事請負契約の締結（仲原川河川改修（鋼矢板護岸）工事）

財産の取得及び無償譲渡（全国共通おこめギフト券）

粕屋町議会
イメージキャラクター
「かすカモ」

右のQRコードより採決の様子を
ホームページでもご覧になれます。

〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席
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　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、マイナンバーカードを利用した
コンビニ交付サービスによる各種証明発行手数料の減額が行われます。生活者支援と役場窓口の
混雑緩和を目的に、住民票の写しなど5つの証明書をそれぞれ10円で取得できます。
　期間限定で、令和5年6月1日から令和6年3月31日まで実施されます。

一般会計補正予算（第1回）
4億9147万円を増額　 総額 206億7147万円

●手数料徴収条例の一部改正を可決しました

　低所得の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）へ児童一人当たり給付金5万円を支給

●電気・ガス・食料品価格高騰重点支援交付金活用事業
　・低所得世帯（令和5年度住民税均等割り非課税世帯など）へ3万円給付　
　・全町民へ地域商品券（エール商品券5000円分）配布　
　・65歳以上のシニア世代へおこめ券2200円分配布　
　・コンビニサービスによる証明書発行手数料減額　
●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　　　　　　　　
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手数料徴収条例の一部改正

令和５年度　一般会計補正予算
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◎議案名はわかりやすい
　文言に置き換えています

手数料条例の
一部改正案についての討論

田川 正治 議員反対
討論

　マイナンバーカードの取得者だけ
に、税金を使いコンビニでの戸籍謄
本等の手数料割引きは、町民を差別
化するもので憲法と行政サービスの
平等性にも反する。公共料金の負担
軽減は町民すべてに実施すること。
特に、税金は低所得者や非課税世帯、
子育て世帯等の生活者支援や、高齢
者や障がい者等の社会的弱者に支
給すべき。
　個人情報が漏洩する危険がある
マイナンバーカードの取得は、個人
の自由であり強制すべきでない。

福永 善之 議員反対
討論

　反対の理由は、住民票など、証明
書の発行手数料を１０円とする、タ
ダ同然の提案だからだ。以前は、証
明書を取得するためには、基本的
に役場へ出向き、開庁時間内の月
曜日から金曜日の１７時までという
選択肢しかなかった。
　現在は、マイナカードにより、コ
ンビニ取得が可能となり、サービス
の利便性は向上していると考える。
　タダ同然の行政サービスには、
賛同できない。

本田 芳枝 議員賛成
討論

　画期的な試みだと思う。国の交
付金を利用して10カ月の間、格安
の行政サービスを行う。その間に
町政運営において職員の配置、町
民の動向など、町はこの施策のメ
リット、デメリットを検討することが
できる。最終日の令和６年３月31
日以降にその結果に応じた次の施
策を行えば良い。そうした実験的な
取り組みを可能にする今回の条例
改正に賛成する。

可決議案
36号

4億4167万円

5550万円

1億4400万円
2億6301万円
2740万円
726万円

令和5年第1回臨時会 4月24日開催

一目でわかる審議結果 令和５年４月臨時会に提出された議案は２件です。

〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
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総務建設常任委員会

　総務建設常任委員会では、市制に向けた取り組みについて、これまで他都市への視察調査を
実施し、これらの調査結果をもとに議員間で討議し、また、一般質問などで執行部への意見や
提案などを行ってきました。
　令和５年４月１日付けで町に市制対策室が設置されたため、設置の経緯や今後の取り組みに
ついて、５月９日に報告を求めました。その概要は以下のとおりです。

　議会としては、町の取り組みに対して、今後とも町民の視点からの意見や提案を行ってい
きます。

　粕屋町では、平成30年11月に職員による調査研究チーム「市制塾」を
発足させ、将来の市制施行を見据え、市制に係る事項について調査研究
を行ってきました。
　市制移行についての町民の意向を把握するため、令和5年2月に町民
意識調査を実施したところ、84.5％の町民が市になることについて「よい
と思う」と回答しています。（詳細については、広報かすや７月号に掲載）
　また、住民基本台帳人口も4万９千人を目前としていることから、令和５
年度を「市制対策のスタート元年」として、４月１日に市制対策室を設置し
ました。

　市制準備プロジェクトチームとして、①機構改革チーム、②職員研修チーム、③プロモー
ションチームを設置します。特にプロモーションチームでは、10～30代半ばの若年層（Ｚ世
代・ミレニアム世代）に町の様々な魅力を、複数メディアを活用して町内外に情報発信する
（若者向け魅力発信事業）ための検討を行います。

　広報かすやにおける特集記事の連載やホームページにおける市制準備特設サイトの開
設を行います。
　また、町民との意見交換の場として、ＡＩを活用したオンラインタウンミーティングを開
催します。

市制に向けた取り組みについての報告を要請

広報かすや 7月号

町民意識調査結果報告書（PDF）

市制対策室設置の経緯

令和５年度の取り組み

今後の取り組み・スケジュール
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文教厚生常任委員会

　議会報告会における民生委員の方との意見交換で、不登校児童生徒についての意見があり、
5月17日と6月8日、学校教育課に説明を求めました。不登校は増加傾向にあるとのことでした。

・不登校はどの子にも起きうると想定しています。
・家庭と学校が協力した支援を進めるために、まず「マン
ツーマン方式」の支援計画（個票）を作成。そのうえで状況
に応じて対応しています。
・例えばクラスに入れない小学生の児童は担任ではない先
生が対応する、中学生の場合は適応指導教室を使用する
など、また、こども館内に教育相談室「ぽると」（相談室と
サポートルームの2部屋）を設置し、個別の状況に応じて
対応しています。

・スクールソーシャルワーカー1名　
 （社会福祉士・精神保健福祉士）
・教育相談室相談員2名（教員免許所持者）

小中学校の不登校の現状を調査

　6月8日に、完成間近の保育所を、文教厚生常任委員6名、議長で視察しました。
　落成式は7月14日に開催され、18日から新園舎
で保育が始まりました。その後旧園舎を取り壊し、園
庭整備となります。
　7月31日からは新しい中央保育所の給食調理室
から他の2保育所へ給食を提供しており、9月から主
食の提供（米飯）を新たに始める報告もありました。

建て替え中の中央保育所を視察

・年間相談件数（延べ）130件
・年間来室者数（延べ）2428名　
  うち通室者数2109名

　委員会からは、「ぽると」の利用人数に対して部屋が狭いのでは、相談などに対応する
職員体制の強化を図る必要があるなどの意見があり、今後も継続して調査していきます。

中央保育所完成予想図

かすや子ども館

入口は
ココ

不登校児童生徒の状況

相談室「ぽると」について
相談室「ぽると」の
情報はコチラから

学校教育課からの説明
令和3年度及び令和4年度の不登校児童生徒数

※不登校とは病気や経済的理由を除いて、
　年間30日以上欠席の児童生徒。

令和3年度
小学校

中学校

1.7%
2.4%
0.7%

割合

令和4年度
増　減

令和3年度
令和4年度
増　減

配置
職員

実績
令和
4年度

4.8%
5.9%
1.1%

59
83
24

76
98
22

割合

人数

人数
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粕屋町議会
イメージキャラクター
「かすカモ」

議会運営委員会

　令和５年５月２３日(火）に学校法人早稲田大学総合研究機構の機関である一般社団法人地域
経営推進センターの協力を得て、３月までに行った第３次検証結果の文中であいまいな表現と
なっていたものや、評価基準が分かりづらいA.B.C評価としていたものを百分率(%)へ変更す
るなどの修正を行いました。また、前文および１条から３条までは基本的な条文であり、評価の
必要はないとしていましたが、基本的な条文であっても改めて検証の必要があると判断し、前
文も含め再度検証を行いました。

　今後はこの検証結果を基に議会基本条例の条文の改正に着手し、現代に則した条例へと改
正していきます。議会が目指すべき姿が明文化された新しい「粕屋町議会基本条例」を制定の
後、議会広報紙、ホームページ、YouTubeなどでお知らせいたします。

議会基本条例の見直しに向けた検証の実施

議会基本条例
達成状況検証結果
ＱＲコード

取組状況・実績等（～令和４年度） 評価・今後の対策等 評価

60%

第9条　(議会広報の充実)　議会は、町議会ホームページ等の情報通信技術の発達を踏まえた多様な広報手段
を活用し、多くの町民が議会及び町政への関心を高めるための体制整備並びに議会広報活動の充実強化に
努めるものとする。

2 議会は、町政に係る重要な情報及び議案に対する各議員の対応を議会広報で公表する等、情報の提供に努め
るものとする。

・議会広報特別委員会の常任委員会化
・ホームページによる情報の発信
・本会議のインターネット配信（生中継・録画配信）
・議会だよりの定例会毎の発行

・SNS等を活用した議会活動の発信

議会基本条例の達成状況検証結果表（一部抜粋）

取組状況・実績等（～令和４年度） 評価・今後の対策等 評価

50%

第16条　(議員研修の充実強化)　議会は、この条例の理念を議員相互間で共有するため、一般選挙(又は補欠
選挙)を経た任期開始後、速やかに、この条例に関する研修を行わなければならない。

2 議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図るため、議員研修の充実強化を図るものとする。
3 議会は、議員研修の充実強化に当たり、広く各分野から専門的知識を取り入れるよう努めるものとする。

・基本条例に関する研修は、新人議員のみ改選後
実施している
・県の研修及び先進地視察研修を実施している
・学校法人早稲田大学総合研究機構と協定を締
結している

・必要に応じた研修会の開催（実施・WEB等の活用）
・既存研修会等への積極的な参加
・研修を活用した政策形成及び立案機能の強化
・議会研修計画を策定し、研修の充実を図るべき
である
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田
川 

正
治

た
　
が
わ
　 

ま
さ 

は
る 

　
保
育
士
等
の
専
門
職
の
募
集
は
ほ

と
ん
ど
会
計
年
度
任
用
職
員
。保
育

所
の
ク
ラ
ス
担
任
を
正
職
員
に
す
る

こ
と
や
、給
料
や
労
働
条
件
の
改
善

含
め
正
職
員
を
積
極
的
に
採
用
を
。

　
現
在
は
保
育
士
が
不
足
し
、ク
ラ
ス

担
任
を
募
集
し
た
が
、今
年
度
は
正

職
員
を
募
集
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
は
計
画
を
立
て
採
用
し
て
い
く
。

　
包
括
委
託
し
て
い
る
学
童
保
育
指

導
員
等
の
雇
用
契
約
や
賃
金
、労
働

条
件
の
改
善
は
。

　
委
託
契
約
で
業
務
時
間
や
賃
金
等

を
算
定
し
、委
託
金
額
を
決
定
し
て

い
る
。賃
金
は
毎
年
度
、最
低
賃
金
を

考
慮
し
て
増
額
し
て
契
約
し
て
い
る

が
、下
回
る
場
合
は
契
約
金
額
の
増

額
変
更
に
て
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

　
役
場
業
務
の
窓
口
・
保
育
所
・
幼
稚

園
・
学
校
事
務
・
介
護
福
祉
等
に
従
事

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
や

賃
金
の
改
善
に
つ
い
て
、正
職
員
に

適
用
し
て
い
る
退
職
一
時
金
、勤
勉

手
当
、夏
季
休
暇
、特
別
休
暇
、健
康

診
断
な
ど
の
実
施
は
。

　
退
職
一
時
金
は
フ
ル
タ
イ
ム
だ
け

で
対
象
者
は
い
な
い
。勤
勉
手
当
の

支
給
は
例
規
の
整
備
等
を
予
定
。夏

季
と
特
別
休
暇
は
現
在
も
取
得
可
能

で
、特
別
休
暇
は
有
給
と
無
給
の
振

り
分
け
を
検
討
。健
康
診
断
は
社
会

保
険
加
入
者
は
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、専
門
職
等
は
フ
ル
タ
イ
ム
雇

用
も
視
野
に
検
討
。初
任
給
は
基
本

的
に
正
職
員
と
差
は
な
い
。会
計
年

度
任
用
職
員
が
正
職
員
に
変
わ
る
と

き
は
、採
用
試
験
等
を
受
験
し
な
い
採

用
は
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

雇
用
改
善
を

勤
勉
手
当
の
支
給
は

例
規
を
整
備
予
定

総
務
部
長

田川

田川田川

総務課長

住民福祉部長総務課長

動画はコチラから

議員

委
託
先
の

雇
用
条
件
の
改
善
は

委
託
契
約
で
業
務
時
間
や

賃
金
等
算
定

総
務
課
長

町政を問う　一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の初めに行っています。議員は町政全般にわたって、町長な
ど執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間６０分の範囲で１問１答※で行います。※質問、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

令和５年６月
５日～７日実施

①須恵川横断道路の新設拡幅が必要

①PTAの入会意思確認を書面で

①帯状疱疹予防ワクチンの助成を
②就学援助金支給日の改善を

①公園のトイレをウォシュレットに
②公園にシニア向け健康遊具設置を

①不登校生の社会的自立支援は
②権利の主体としての自覚を子どもに

①都市計画道路概算事業費の推計は

①会計年度任用職員の雇用改善を
②委託先の雇用条件の改善は

①中学校部活動地域移行は

①まちの魅力を発信する施策は

①市制移行についての町民の意向は
②早く水鳥橋復旧の決断を

①18歳までの医療費の無償化を
②職員の定数条例の改正は

掲載は
質問順としています。

田川 正治 議員10P

井上 正宏 議員11P

古家 昌和 議員11P

案浦 兼敏 議員12P

川口 晃 議員12P

安藤 和寿 議員13P

福永 善之 議員13P

山𦚰 秀隆 議員14P

久我 純治 議員14P

本田 芳枝 議員15P

杉野 公彦 議員15P
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井
上 

正
宏

い
の 

う
え
　 

ま
さ 

ひ
ろ

ビ
ジ
ョ
ン
や
地
域
移
行
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
準
備
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

　
教
職
員
の
人
手
不
足
、今
後
の
町
の

生
徒
の
減
少
な
ど
社
会
変
化
に
対
応

し
つ
つ
、部
活
動
の
負
担
軽
減
を
地
域

連
携
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、持
続
可

能
で
充
実
し
た
環
境
整
備
を
提
案
す

る
が
。

　
地
域
移
行
を
す
る
な
か
で
、キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
も
の
は
幾
つ
も
あ
る
。

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
う
名
称
に
変

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。地
域
の

ジ
ュ
ニ
ア
団
体
に
移
行
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
保
護
者
に
理
解
を
得
な

が
ら
、運
営
主
体
や
実
施
主
体
が
ど

こ
な
の
か
、動
向
を
見
な
が
ら
保
護

者
、地
域
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
公
立
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行

は
、学
校
が
主
体
的
に
行
う
の
で
は
な

く
、地
域
や
民
間
の
ク
ラ
ブ
な
ど
の
学

校
の
ほ
か
に
託
す
と
い
う
方
向
性
が

国
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
。

　
国
に
お
い
て
、中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、地
域
移
行
の
議
論
が
進

ん
で
い
る
こ
と
は
、十
分
承
知
し
て

い
る
。私
た
ち
も
大
変
注
目
し
て
い

る
。

　
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、学
校
教

育
課
だ
け
で
は
な
く
、社
会
教
育
課

と
も
合
同
で
進
め
て
い
る
。

　
周
り
の
自
治
体
の
状
況
や
国
、県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
支
援
情
報
を

確
認
し
な
が
ら
地
域
移
行
の
方
向
性
、

中
学
校
部
活
動

地
域
移
行
は

動
向
を
見
な
が
ら

発
信
し
た
い

教
育
長

井上

井上

教育次長教育長社会教育課長

社会教育課長教育長

動画はコチラから

議員

古
家 

昌
和

ふ
る
い
え
　 

ま
さ 

か
ず

　
ア
ビ
ス
パ
福
岡
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ

ウ
ン
協
定
を
結
ぶ
他
市
町
で
は
、様
々

な
方
法
で
応
援
を
行
っ
て
い
る
。当
町

は
25㎝
程
度
の
旗
1
本
で
寂
し
い
気
が

す
る
。ア
ビ
ス
パ
福
岡
と
結
ん
だ
包
括

連
携
協
定
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン

協
定
の
違
い
は
。

　
包
括
連
携
協
定
は
ア
ビ
ス
パ
福
岡

の
経
験
値
で
、町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
協
定
。　
　

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
協
定
は一緒

に
応
援
す
る
と
い
う
協
定
。今
後
、他
市

町
に
負
け
な
い
応
援
方
法
を
検
討
す
る
。

　
㈱
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ
と
の
協
定
締

結
の
意
義
と
展
望
は
。

　
町
の
弱
み
で
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
不
足
解
決
に
よ
り
、町
の
魅
力

を
広
く
情
報
発
信
し
イ
メ
ー
ジ
向
上

を
図
る
。今
後
、市
制
対
策
室
に
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
を
設
置
予
定
。

※
1 

地
域
の
認
知
度
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動

※
2 

赤
外
線
や
電
波
、極
低
電
力
の
近
距
離
無
線
通

信
を
用
い
た
位
置
特
定
技
術
、お
よ
び
技
術
を

搭
載
し
た
機
器

　
町
長
就
任
後
、13
法
人
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、そ
の
目
的
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
持
つ
専
門
知
識
や

技
術
を
活
用
し
、課
題
解
決
に
つ
な
げ
た
い
。

　

九
州
電
力
送
配
電
㈱
提
供
の

Q
ottaby

と
は
。

　
ビ
ー
コ
ン  

を
利
用
し
た
見
守
り

シ
ス
テ
ム
で
、端
末
の
位
置
情
報
な

ど
が
記
録
さ
れ
る
。端
末
は
町
立
小

学
校
全
児
童
に
配
布
済
み
。

　

Q
o
ttab

y

の
周
知
や
Ｐ
Ｒ
は
犯

罪
の
抑
止
力
と
な
る
と
考
え
る
が
、そ

の
周
知
方
法
は
。

　
毎
年
広
報
か
す
や
4
月
号
に
掲
載
。

ま
ち
の
魅
力
を

発
信
す
る
施
策
は

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン  

を

拡
大
し
た
い

町
長

古家 古家古家

古家古家

町長協働のまちづくり課長協働のまち
づくり課長

町長総務部長

動画はコチラから

議員

その他の
質問
●
小
学
校
及
び
中
学
校
教
育
費
英
語

検
定
料
助
成
金
は

キ
ュ
ー
オ
ッ
タ
バ
イ

※2

※1
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一
般
質
問

定
例
会
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

補
正
予
算
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

臨
時
会
／
賛
成
・
反
対
討
論

川
口 

晃

か
わ 

ぐ
ち
　
あ
き
ら

　

無
償
化
は
３
歳
以
上
の
就
学
前
の

子
ど
も
達
で
、小
学
生
以
上
は一
部
助

成
と
い
う
福
岡
市
並
み
の
考
え
方
。

　
市
に
な
る
と
よ
り
質
の
高
い
仕
事

が
要
求
さ
れ
、専
門
職
の
職
員
も
必

要
。現
在
の
２
６
０
名
の
定
数
で
は

足
り
な
い
の
で
は
。

　
Ｄ
Ｘ  

、Ｇ
Ｘ  

、町
独
自
の
市
制
対

策
、要
す
る
に
マ
ン
パ
ワ
―
が
い
る
業

務
が
増
え
て
い
る
。職
員
の
増
員
と
併

せ
て
、研
修
も
積
極
的
に
行
な
い
た
い
。

※
1 

D
Ｘ：デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で

人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る

こ
と
や
、既
存
の
価
値
観
や
枠
組
み
を
根
底
か

ら
覆
す
よ
う
な
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
も
の
の
こ
と

※
2 

G
Ｘ：ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い

く
た
め
の
変
革
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
の

こ
と

　
糟
屋
地
区
に
お
け
る
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て
、

久
山
町
長
は「
令
和
６
年
４
月
か
ら

行
な
え
る
よ
う
に
糟
屋
地
区
担
当
部

局
で
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。」と
回
答
し
て
い
る
。

　
現
在
の
状
況
と
見
通
し
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

　
糟
屋
地
区
内
で
は
子
ど
も
医
療
費
に

つ
い
て
、大
き
く
見
直
そ
う
と
い
う
動
き

が
あ
る
。私
も
で
き
れ
ば
18
歳
ま
で
の
医

療
費
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、各
担
当
者
レ
ベ
ル
で

落
と
し
込
み
、粕
屋
医
師
会
と
の
協
議

を
積
み
重
ね
、目
途
と
し
て
は
令
和
６

年
度
に
ス
タ
―
ト
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
い
る
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の

無
償
化
を 

無
償
化
は
３
歳
以
上
の

就
学
前
の
子
ど
も

町
長

川口

川口

町長

町長 町長

動画はコチラから

議員

職
員
の
定
数
条
例
の

改
正
は 

職
員
の
増
員
も

積
極
的
に
行
い
た
い

町
長

案
浦 

兼
敏

あ
ん
の
う
ら
　 

か
ね 

と
し

　
水
鳥
橋
の
復
旧
は
、駕
与
丁
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
公
園
整
備
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

施
設
の
改
修・改
築
が
必
要
な
時
期
。令

和
3
年
度
に
計
画
を
策
定
し
、令
和
４

年
度
か
ら
10
年
計
画
で
、園
路
の
舗
装

や
橋
の
改
修
な
ど
を
行
う
予
定
。し
か
し
、

水
鳥
橋
の
復
旧
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

落
橋
後
、専
門
家
に
よ
る
調
査
検

討
が
行
わ
れ
、設
計
や
施
工
上
の
ミ

ス
が
重
な
っ
た
こ
と
が
落
橋
の
原
因

と
結
論
づ
け
て
お
り
、町
の
監
督
責

任
は
重
い
。財
源
の
優
先
問
題
で
な

く
、町
の
責
任
に
お
い
て
、早
く
水
鳥

橋
の
復
旧
を
決
断
す
べ
き
で
は
。

　
将
来
的
に
は
復
旧
す
る
と
い
う
気
持

ち
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。駕
与
丁
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
中
に
、何
と

か
折
り
込
め
な
い
か
今
模
索
し
て
い
る
。

　

市
制
移
行
に
つ
い
て
、町
民
意
識

調
査
の
結
果
と
町
長
の
感
想
は
。

　
町
民
の
84
．5
％
が
市
に
な
る
こ
と

が
良
い
と
思
う
と
答
え
、61
．9
％
の

町
民
が
、町
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
こ
と
を
そ
の
理
由
に
あ

げ
て
い
る
。

　

回
答
率
の
高
さ
も
あ
っ
て
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
た
。

　

令
和
５
年
度
を
市
制
対
策
の
ス

タ
ー
ト
元
年
と
し
、市
制
対
策
室
を

設
置
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
業
務
を

行
う
の
か
。

　

市
制
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

と
し
て
、機
構
改
革
・
職
員
研
修
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
チ
ー
ム
を
設

置
し
、市
制
に
向
け
た
準
備
を
行
う
。

市
制
移
行
に
つ
い
て
の

町
民
の
意
向
は

本
当
に
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
た

町
長

案浦案浦

案浦案浦

経営政策課長経営政策課長 町長

都市政策部長町長

動画はコチラから

議員

早
く
水
鳥
橋
復
旧
の

決
断
を

将
来
的
に
は
再
構
築
し
た
い

町
長

※1

※2
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会
レ
ポ
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審
議
結
果

　
水
鳥
橋
の
復
旧
は
、駕
与
丁
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
公
園
整
備
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

施
設
の
改
修・改
築
が
必
要
な
時
期
。令

和
3
年
度
に
計
画
を
策
定
し
、令
和
４

年
度
か
ら
10
年
計
画
で
、園
路
の
舗
装

や
橋
の
改
修
な
ど
を
行
う
予
定
。し
か
し
、

水
鳥
橋
の
復
旧
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

落
橋
後
、専
門
家
に
よ
る
調
査
検

討
が
行
わ
れ
、設
計
や
施
工
上
の
ミ

ス
が
重
な
っ
た
こ
と
が
落
橋
の
原
因

と
結
論
づ
け
て
お
り
、町
の
監
督
責

任
は
重
い
。財
源
の
優
先
問
題
で
な

く
、町
の
責
任
に
お
い
て
、早
く
水
鳥

橋
の
復
旧
を
決
断
す
べ
き
で
は
。

　
将
来
的
に
は
復
旧
す
る
と
い
う
気
持

ち
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。駕
与
丁
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
中
に
、何
と

か
折
り
込
め
な
い
か
今
模
索
し
て
い
る
。

安
藤 

和
寿

あ
ん 

ど
う　

 

か
ず 

ひ
さ

　
乙
仲
原
東
区
公
民
館
付
近
の
歩
道

は
側
溝
し
か
な
く
通
学
路
に
も
な
っ
て

お
り
、非
常
に
危
険
と
感
じ
て
い
る
が
。

　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
敷
設
を
今
年

度
実
施
す
る
予
定
。で
き
る
部
分
か

ら
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
将
来
、福
岡
東
環
状
線
が
開
通
す
る
。

大
型
車
両
通
行
誘
導
区
間
と
し
て
接
続

す
る
、須
恵
川
横
断
道
路
の
新
設
と
既

存
道
路
の
拡
幅
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
東
環
状
線
か
ら
の
分
岐
道
路
拡
幅

は
、単
独
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。場
所
的
に
も
限
ら
れ
予

算
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
が
、検
討

は
し
て
い
き
た
い
。

　
粕
屋
町
は
福
岡
都
市
圏
で
も
非
常

に
素
晴
ら
し
い
場
所
に
あ
る
中
で
、

道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。特
に

東
環
状
線
の
扇
橋
で
止
ま
っ
て
い
る

部
分
は
つ
ね
づ
ね
県
と
も
協
議
し
て

い
る
。早
期
完
成
と
道
路
網
の
整
備

を
積
極
的
に
行
い
た
い
。

　
粕
屋
町
は
福
岡
空
港
・
博
多
港
・
福

岡
イ
ン
タ
ー
に
近
接
し
、物
流
事
業
者

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
。調

整
区
域
内
の
活
用
状
況
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
広
域
幹
線
道
路
沿
線
近
く
に
誘
導

集
約
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
道
路
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る

が
、維
持
修
繕
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　

路
面
性
状
調
査
は
５
年
に
一
度
、

加
え
て
職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、交
通
量
や
地
盤
の
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
道
路
の
舗
装
を

決
め
て
い
る
。

須
恵
川
横
断
道
路
の

新
設
拡
幅
が
必
要

道
路
網
の
整
備
は

積
極
的
に
行
う

町
長

安藤安藤

安藤安藤

都市政策部長

都市政策部長

都市政策部長

副町長町長

動画はコチラから

議員

福
永 

善
之

ふ
く 

な
が　

 

よ
し 

ゆ
き

　

町
が
出
し
た
補
助
金
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ       

を
し
な
け
れ
ば
、こ
の
補
助
金
は
延
々
と

続
く
。現
代
は
ネ
ッ
ト
か
ら
自
分
の
必
要

な
情
報
が
取
れ
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ
が
選
ん
だ
講

師
の
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
時
代
で

は
な
い
。事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
組
織
の
在
り
方
、

会
費
の
在
り
方
、町
か
ら
町
Ｐ
連
へ
の

補
助
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
数
年
を

か
け
て
見
直
し
が
さ
れ
る
と
思
う
。

　
全
国
的
に
上
部
団
体
へ
の
加
入
を

取
り
や
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
で
て
き
た
が
。

　
加
入
に
つ
い
て
は
、町
Ｐ
連
で
話
し

合
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　
会
費
の
徴
収
は
、学
校
の
校
納
金
と

同
時
に
集
め
ら
れ
る
。学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
別
々
の
組
織
。着
服
さ
れ
た
場
合
の

責
任
は
。

　

今
後
、徴
収
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
流
れ
は
出
て
く
る
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
、事
業
に
お
け
る
業
務
改
善
の

手
法

　
名
古
屋
市
の
某
学
校
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

多
額
の
寄
付
を
受
け
て
い
た
。管
轄
の
教

育
委
員
会
は
寄
付
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、

実
態
調
査
を
す
る
よ
う
だ
。粕
屋
町
で
は
。

　
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

で
認
め
ら
れ
て
お
り
問
題
な
い
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
で
繰
越
金
が
１
０
０
万

円
を
超
え
る
学
校
も
あ
る
が
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
ず
、繰
越
金
が
増
え
て
い
る
。

　
町
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会（
以
下
、町
Ｐ
連
）の
事

業
に
、６
校
合
同
講
演
会
が
あ
る
が
。

　

社
会
教
育
団
体
で
あ
る
町
Ｐ
連
に

対
し
、町
は
干
渉
で
き
な
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
入
会

意
思
確
認
を
書
面
で

今
年
度
か
ら
実
施

教
育
次
長

福永福永福永

福永福永 福永

教育長

教育長教育次長教育次長

教育次長社会教育課長

動画はコチラから

議員

※

ふ 

せ
つ
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ア
ッ
プ

補
正
予
算
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

臨
時
会
／
賛
成
・
反
対
討
論

久
我 

純
治

く　

 

が　
　
じ
ゅ
ん
じ 

　

駕
与
丁
公
園
グ
ラ
ン
ド
北
側
の
ト

イ
レ
は
く
み
取
り
式
で
、今
後
建
替

え
に
合
わ
せ
、水
洗
化
を
計
画
し
て

い
る
。

　
残
る
公
園
の
ト
イ
レ
は
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
建
物
の

改
築
と
洋
式
化
を
進
め
た
い
。ト
イ

レ
内
に
緊
急
通
報
装
置（
警
報
ラ
ン

プ
付
き
ブ
ザ
ー
）の
設
置
も
予
定
し

て
い
る
。

　

町
も
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。公

園
に
シ
ニ
ア
向
け
健
康
遊
具
と
ベ
ン

チ
の
設
置
が
あ
れ
ば
憩
い
の
場
に
な

り
、高
齢
者
に
優
し
い
公
園
に
な
る

と
思
う
が
。

　
老
朽
化
し
た
ベ
ン
チ
は
、腹
筋
ベ
ン

チ
や
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
を
併
用
し
た

健
康
遊
具
に
今
後
換
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
家
庭
の
ト
イ
レ
は
そ
の
家
庭
を
表

す
と
い
う
。公
園
の
ト
イ
レ
は
和
式
が

多
く
、水
洗
ト
イ
レ
で
も
陶
器
製
も

あ
り
、電
気
は
薄
暗
く
冬
は
冷
た
い
。

　
ト
イ
レ
を
建
物
の
顔
と
し
て
売
り

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
く
み
取
り
式
や
和
式
の
ト
イ
レ
を

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
の
洋
式
ト
イ
レ

に
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
ト
イ
レ
内
に
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
町
内
に
は
39
か
所
の
公
園
が
あ
り
、

ト
イ
レ
が
あ
る
の
は
20
か
所
。水
洗
和

式
ト
イ
レ
が
19
か
所
、く
み
取
り
式
が

１
か
所
あ
る
。

　

令
和
2
年
度
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に

換
え
る
工
事
を
行
い
、６
公
園
で
10
基

を
洋
式
に
換
え
た
。

公
園
の
ト
イ
レ
を

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に

改
築
に
併
せ
洋
式
化
を

進
め
る

都
市
計
画
課
長

久我

久我

都市計画課長

都市計画課長都市政策部長

動画はコチラから

議員

公
園
に
シ
ニ
ア
向
け

健
康
遊
具
設
置
を

公
園
の
利
用
状
況
と

地
域
の
要
望
で
検
討

都
市
政
策
部
長

山
𦚰 

秀
隆

や
ま 

わ
き　

 

ひ
で 

た
か

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

太
宰
府
市
で
導
入
し
て
い
る
が
、

費
用
対
効
果
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　

太
宰
府
市
を
見
る
と
、非
常
に
素

晴
ら
し
い
費
用
対
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
。ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
つ
い
て

早
急
に
確
認
の
上
、積
極
的
に
検
討

す
る
。

　
入
学
準
備
金
の
支
給
日
が
３
月
末

に
な
っ
て
い
る
の
で
、１５
日
早
く
支
給

で
き
な
い
か
。

　
積
極
的
に
検
討
し
、進
め
て
い
く
。

　
８０
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
は
、帯
状

疱
疹
に
か
か
る
。こ
う
し
た
状
況
か

ら
公
費
助
成
を
し
て
予
防
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。導
入
が
な
ぜ

難
し
い
の
か
。

　

町
の
５０
歳
以
上
の
方
は
、１
万
７

３
２
７
人
い
る
。仮
に
公
費
で
助
成

を
す
る
と
、多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

国
・
県
の
助
成
が
な
い
中
で
の
導
入

は
難
し
い
。

　
町
の
未
接
種
の
場
合
の
直
接
医
療

費
や
、接
種
時
の
公
費
助
成
を
導
入

し
た
場
合
の
財
政
的
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、検
証
は
行
っ
た
の
か
。

帯
状
疱
疹
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

早
期
の
助
成
実
施
に

努
力
し
て
い
く

町
長

山𦚰山𦚰

山𦚰山𦚰

健康づくり課長

健康づくり課長町長 町長

動画はコチラから

議員

就
学
援
助
金

支
給
日
の
改
善
を

積
極
的
に
検
討
し
、

進
め
て
い
く

町
長
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会
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

審
議
結
果

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

太
宰
府
市
で
導
入
し
て
い
る
が
、

費
用
対
効
果
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　

太
宰
府
市
を
見
る
と
、非
常
に
素

晴
ら
し
い
費
用
対
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
。ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
つ
い
て

早
急
に
確
認
の
上
、積
極
的
に
検
討

す
る
。

　
入
学
準
備
金
の
支
給
日
が
３
月
末

に
な
っ
て
い
る
の
で
、１５
日
早
く
支
給

で
き
な
い
か
。

　
積
極
的
に
検
討
し
、進
め
て
い
く
。

本
田 

芳
枝

ほ
ん
　
だ
　
　
よ
し  

え

　
「
危
険
」に
は
大
人
か
ら
の
暴
力
、し
か

も
身
近
な
大
人
か
ら
の
暴
力
に
声
を
あ
げ

ら
れ
な
い
場
合
も
含
ま
れ
、そ
れ
が
不
登

校
、自
傷
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。対
策

に
完
全
な
こ
と
は
な
い
。一
番
大
切
な
こ
と

は
子
ど
も
自
身
の
自
覚
。大
切
に
育
て
ら

れ
る
権
利
、守
ら
れ
る
権
利
な
ど
を
権
利

の
主
体
と
し
て
子
ど
も
が
自
覚
で
き
れ

ば
、親
に
さ
え
言
え
な
い
こ
と
を
学
校
の
先

生
に
、ま
た
学
校
の
先
生
に
言
え
な
い
こ
と

を
ほ
か
の
大
人
に
話
す
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し
て
物

事
を
考
え
て
い
く
視
点
が
必
要
で
は
。

　
こ
ど
も
基
本
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、こ
ど
も

家
庭
庁
も
発
足
し
た
が
、キ
ー
ワ
ー
ド
は

大
人
の
理
解
だ
と
思
う
。大
人
の
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
、子
ど
も
の
権
利
と
安
全
が
守

ら
れ
、こ
の
社
会
を
永
続
的
に
つ
な
い
で
い

け
る
。全
て
の
大
人
を
巻
き
込
ん
で
ひ
と
つ

の
大
き
な
う
ね
り
と
し
て
考
え
て
い
く
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
状
況
は
。

　

令
和
4
年
度
に
お
い
て
小
学
校
は

全
児
童
の
2.4
％
で
83
名
、中
学
校
は
全

生
徒
の
5.9
％
で
98
名
。

　
平
成
28
年
に
国
は「
義
務
教
育
の
段

階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教

育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

を
定
め
て
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
、

自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
と
ら
え
て
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、町
の
対
応
は
。

　

学
校
に
来
ら
れ
な
い
、来
る
、そ
れ

だ
け
を
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
て
、

将
来
に
対
し
て
こ
の
子
は
今
の
ま
ま

で
い
い
の
か
と
い
う
視
点
で
の
支
援

を
大
事
に
し
て
い
る
。

不
登
校
生
の

社
会
的
自
立
支
援
は

将
来
に
対
す
る
視
点
で
の

支
援
が
大
事

教
育
長

権
利
の
主
体
と
し
て
の

自
覚
を
子
ど
も
に

大
人
の
理
解
が
必
要

町
長

本田本田

本田

教育次長教育長

町長

動画はコチラから

議員

杉
野 

公
彦

す
ぎ
　
の 

　 

き
み 

ひ
こ

　
広
域
交
通
道
路
網
や
都
市
機
能
の

強
化
と
し
て
の
役
割
、必
要
性
が
今

後
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。将
来
構
想

と
し
て
整
備
を
目
指
し
て
い
く
。

　

整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、各

都
市
計
画
道
路
の
優
先
順
位
の
決
定

や
事
業
計
画
の
策
定
、そ
し
て
そ
の

準
備
の
た
め
各
路
線
の
概
算
事
業
費

を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
事
業
に
必
要
な
概
算
事
業
費
を
把

握
す
る
調
査
が
必
要
と
私
も
考
え
て

い
る
。概
算
の
推
計
に
つ
い
て
は
順
次

進
め
て
い
き
た
い
。

　
県
と
市
町
村
合
同
で
作
成
し
て
い

る
、都
市
計
画
道
路
の
必
要
性
を
検
討

す
る
た
め
の「
カ
ル
テ
」の
公
開
に
つ
い

て
、前
回
の一般
質
問
時
に
進
言
を
要

請
し
て
い
た
が
、県
か
ら
の
回
答
は
。

　

県
で
も
公
開
を
検
討
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、公
開
を
望
ま
な
い
市
町
村

も
あ
り
、公
開
は
行
わ
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

　

当
町
分
の「
カ
ル
テ
」に
つ
い
て
の

み
公
開
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

県
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、町
独
自
で
の
公
表
は
考
え

て
い
な
い
。

　
前
回
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
見
直
し
の
際
の「
カ
ル
テ
」に
お
い

て
、町
内
の
未
整
備
等
の
路
線
の
必

要
性
に
つ
い
て
変
更
は
あ
っ
た
の
か
。

都
市
計
画
道
路

概
算
事
業
費
の
推
計
は

順
次
進
め
て
い
き
た
い

町
長

杉野杉野杉野

杉野 都市計画課長町長

都市政策部長都市計画課長

動画はコチラから

議員

都市計画道路の整備状況（未完了分）

令和5年4月25日現在

名　称 決定
年月

幅員
（m）

延長
（m） 進捗状況

井尻・粕屋線
（福岡東環状線）

扇橋交差点～志免町境(1,450m)完了
扇橋交差点～広田交差点(1,700m)事業中S44.5 32 3,150

千代・粕屋線
（県道607号線） 会町信号～JR篠栗線(1,760m)H25完了S21.4 25

16 5,470

箱崎・阿恵線 未着手S44.5 25 770

粕屋・久山線 H25着手S44.5 25 370

土井・宇美線 町道部(1,387m)完了S47.8 16 5,420

南里・大間線 未着手S47.8 16 1,550

江辻・大隈線 粕屋・宇美線交差点部(200m)事業中S47.8 16 2,030

原田・久原線
（福岡・直方線） 未着手S21.4 11 1,000



入団してよかったことは
コミュニティーが広がり、
同じ志を持つ仲間とともに、
活動することが励みになります。

今後の目標は
さらに地域防災に力を入れて、
災害に強い町を目指し、
貢献できればと思います。

　町民の皆さんも一緒に活動してみませんか！
入団お待ちしています‼

花ヶ浦区での防災講座

Ｑ
A

Ｑ
A

　平成28年度に女性消防団員による広報啓発班
が発足し6名でスタート。現在、町職員9名を含む、
12名で活動しており、広報活動や式典運営、住民
への防災教育および応急手当が主な役割です。
　地域防災を担う消防団は欠かせないものであ
り、その一員として、女性の観点からできること
がたくさんあり、町の防災強化に日々取り組ん
でいます。また有事に備えることは自身はもち
ろん家族を守る術にもなります。

　4月の統一地方選後半戦では、女性が躍進しました。また当町の農業委員会でも2名から3名へと。色々な場
に女性の参画が求められるなか、日本農業新聞の論説にて「行政は目標ありきとなっており、なぜ女性の参画
が必要なのか、どんな効果を期待するのか。明確な説明がない。」と書かれていました。
　今回、女性消防団員取材を通して、時には優しい笑顔で、時には一団員として規律正しく厳正に対応する
姿に発足当時を知る私は感銘を受けました。
　これまで家族の協力、また団長をはじめ、男性団員の後押しもあったと思います。
　仕事や家事、育児をこなしながら、防災士の資格を取得したり、SNSを活用しての広報活動や普及指導に
取り組むなど、女性消防団員の活躍する姿には光るものがあり、感慨深いものがあります。女性参画の一つの
形ではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（さだむ）

編集後記

9月1日（金）

9月4日（月）から
９：３０ 開始予定

９：３０ 一般質問予定
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次回9月議会は・・・
お知らせ

～活躍の場広がる
　　　女性消防団員～

委員長：杉野 公彦／副委員長：宮﨑 広子／委員：本田 芳枝・久我 純治・鞭馬 直澄・案浦 兼敏・田代 勘・古家 昌和
発行責任者：議長 小池 弘基

議会だよりは、
粕屋町議会ホー
ムページにも掲
載しております。

７月から
議会事務局に
隈元優二
主任主事が
配属されました。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採
用しています。
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